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わたしたち岨生活に欠かせIJい電気骨使用鼠は、生

活栂遮需要を中心に依燃として糠強い期加傾測にあり

ます.当社では、 皆様に良質で安定した電気をお送り

するため、充電所をはじめ送電線 ・変動青・ 配電線な

ど骨組設や保守にたゆみない努力をつづけておりま

す。

~由-.11として、 こ的たび骨随のご協力によりまし

て、純代iIiに能代火力発電所をlt!lt中で品り、 ζ申発

生電力告275キロボルト町五車電線 υjj除機〉で枚田

市下車時総地内白秋悶変電所へ送るため、依岡変電所申

増設を計画いたしました.

しかし、計倒予定地には先天長繊遺跡が所在するこ

とからJ秋岡市教育委員会と協議を1Ilねた鈎集、工事

着手Jlô)に~緬調査を実施することに担 勺 t: bU)です。

本縦'~1U::'まその発熔調査をまとめたも申で、文化財

保積へのごPIl解と研究資料としてご活用いただ吋れば

指いに得じます.

録後に、調査にあたりご権導、 ご""カをいただいた

秋凶市教育司書目会文化娠輿譲をはじめ、地元作業員、

土泡所有智、その他関係1U1!0)方々 に賓心よりI!III申
しめげます.

宅r.J&3保3月

東北電力線式会社

票田正広2大関 盛善
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例 言

1.本報告書は依岡市金足片岡字湖毎及び金足音聞事I:!il)択に所在する党天長線

遺跡申発縦調査傾符脊である.

2.本報告宥は菅原俊行申動言を得て、安倒忠市が似筆 ・編集した.

3.遺鋳白地形・地質は「土泊分震基本調査 槍賓・袈島園地質・ 土じよう 敏郎

経済企画庁総合開宛向向上調査課 1966Jを怠照し、調必区別 序を付.，加えた.

4 渇構の平副閥抗ぴ土周断而悶中申Pは土紛 〈片〉、 Sは石(鱒〉を示す.

5 発邸調査による出土i置物 ・3堅調l図 ・写真・ その他は秋川市教育妥員会が保管

する.



調 査の概要

.査に至るまでの経過

東北電力株式会註秋凶支J.sは、能代市にIl!設中申能代火力発電所由発生電力を供給するため、駄

目市にある秋倒産館所四増設を計画した。しかし、計画予定地には覚夫長級遺跡(扶問県秋闇市遺

跡詳細分布潟怠報告轡 1989年3月 秋田市教宵委員会)が存在しているζとから、秋田市教育委

員会に遺跡範凶確忽調査を依頼し、今後のことを検討することにした。

歓悶布教育餐員会は、平成2年1月に遺跡範囲確認潟資を実施L、発揮i調査庖績を磁定した。そ

して、東北電力機式会社秋岡支脂と工事tl面白変更や、当銭遺跡也保護等について協議した。しか

し、工事計画変更は不可能であることと、滋工時期が;aっていることなどから、 4月初日よ明発銅

調査を実施L、温跡を記録保存することにした。

調査時期と体制

綱査時 期平成2年4月初日-6月7回

調査主体者 東北電力維式会社秋岡支応

調査t担当者 秋関市教育委員会

協班員菅原俊行、酋谷 .隊、安聞忠市(軟間市教育委員会文化綴興諜〉

調査協力員高様脳-f!s

調資作業員 JiHiiテツエ、佐様ヒデ、佐織サダ子、厳綴ハナ、佐緩和子、佐藤.:<チ、渡辺ヨリ、石

井ユリ干、渡辺けを子、佐藤リエ、干満ヤエ、石井ちょぇ、船悶策子、佐藤キナ、佐

梯トミエ、佐藤美智子、佐縦敏子、佐々木ナッ、佐繊チエ子、佐藤依干、干満喜美恵

干

調査の方法と経過

3開設区に任:ci町原点を決めて東jJ!j尚北 (曲ajt)に話機線吾作り、調査区全体に大グリッド (40x 

40 m)を設定し、草創こそ時中に小グリッド (4x 4 m)を投)I!して躯依グリ ヲドとした。大グリヲ

ドは1-9、小グリγ ドは東西 (X縞)に算用数字(1-10)、南北 (Y紬〉にアルフ γベッ 争(A

-J)を配し、その組み合せで遺跡名、大グリッド、小グリッド申嫡に呼1かすることと した.

発銅調査は4月24日-6月7自の日観で実施し、調査面積は2.3ω dである。

制護区にグリッドを設定L、土婿銀察周のベルトを残して第I届〈表土〉、第2、3厨 (遺物包含

膳〉を掘り下げる。平抱部は少なく、北側が斜商とな勺ている。通構・ jft物は:Eにこめ北斜弱から

申検出である。温構は土品質 1 7 焼、，土器埋設適格 1~車砲.検出で、他の遺構は包められなか勺た。泡梅

精進後は写真織影、地形機騒を実絡し、発制調査を終7した。
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遺跡の位置と地形・地質

遺跡の位置

遺跡は秋悶市北邸の金足片岡字鳩坂及び金足吉田字捻り沢に所在する.秋田市街から聞道7号線

をjt上L、土鱒を経て、飯島より県道112号線を金足黒川方砺へ向う海中で、東北電力勝式会社秋

悶変電所の北側、 標高約30mの段丘上にIliiEする.

J R来日本奥羽本線i自分駅からは東へ約2.6畑、日本海からは約4.9""内陸へ入ゥた地点である。

遺跡の地形 ・地質

滋跡は上新嫌丘陵のi!!i緑に位置する。この上新城丘陵は標高ω~初000のか起り凶析を受けた

地形であり、谷街皮は30-50/同、起伏鷺は100-150 m/凶目地域が大部分を占めている。基

鍍は第三紀中新設の崎灰色泥結〈船111腸)、鮮新世に崩ずる費色砂質シルト (笹同局〉、同じく常灰

色泥符〈天徳寺層〉等からな。ている。

遺跡の綱担lにあたる下小友・宵崎町内付近は上 下2段め段丘が認められる。上段は線高35-

40 mで、表面はl!:11合平憾でおる。摘成婦は掻上告書に給土質火山灰層が1m前後、次に後初~初閣

の直撃を含む磯扇が5-10m縫般し、そめ下部は第三系である。こ田上段から約2由聞の比高をも勺

て下段が挨く分布している。 t華街10-20mで、岡町内はこの街に依縫する。織成層Iま貴重大経10個

の僚を含む砂暗躍局が5-10m地積し、 そ目下部は第三系である。 温跡は両段丘の中間に位i1iする段

丘舗と考えられ、現水悶函で晶る仲績低地との比高2創立約20mである。

遺跡の溺側約1.6kmには新娘川が、北倒的600mには篤踏111が流れている。新域川は廻山由南側に

滋を発し、日本海に注ぐ延長約20蜘の河川で、 馬崎川は上新城丘陵に源を発し、八郎潟南部に注ぐ

延長約初回の河川である。

JA~事の謀本属序は、第1 騒が表土 (線作土}、第2鰯が黒色土 {炭化物浪人〉、 第3層が賀補色土

〈炭化物小磯混入)、 "HliIが鴎黄色土〈暖炉浪人する粘貧土)で、第2、3騎blJA物包含脂、第

4騎が地山である。なお、遺跡は斜面であることから地積土は上部が湾〈、下曲H:t贈〈堆騎してい

る。

- 4 -
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海様 と 遺 物

倹出 遺構

調資自結果、土棚 17媛、 よ総l1IIaIt:il摘H語劇験出された.

土績 (;t!s、6図〉

主に此斜面富から申倹出で品る.17占車検出さ才L構内形 ・小判形 ・問影 ・情丸方形を呈するも申で

ある.構内形で小影のものが多い.

出土遺物 (第71!!11-3)

1は深跡形土器白口縁組で晶晶.ロ縁都が無文裕で、樹偲は縄文地文のみ申施文である。地文は

1. R蝋節斜縄文{償位凶転〉 で晶品。2、3は数fX:の平行制;線で文織を作り出すも申である。21t

小形由銭形土穏で、渦巻文 ・波状文吾、 3は傑鉢影土紛で、 弧線文直線文を主体に施している。

土語埋股遺栂

3・号主審理皇陵遺鵠 〈第61!!1)

北斜面の下方で検出したも骨で、 経段していたも申と考えられる.地山面で穫l!L、径約30圃申

婦り方に台付鉢形土穏を正位t長崎設していた。性格は不明で晶る.

出土遺駒 {第7関4)

4は台付鉢形土器である。na鮒骨平行剖;絹l聞に輩11重汐4文を織すも自である。口縁部文撤J書申地

文はRL!~節斜縄文 〈繍位制転}で、体圏直は無文でるる.

土積一覧表

書 号
昆 慢 CIIJ 

調F樹 影 断 面 影 出 土 通 鞄
昼 '"軸-

Iq 

1(1) ~ 

I :1 1(1) 「

陣頭
|即 「
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.甥晴.潟淘暢第帰

。
1・

土語

大自草分は;o物包含届である第2、3届からの出土であるが、 層他的担区別は見られない。また、

~1庖 {表土〉 及び表銀のものも数点ある。

以下、 遺構内・外出土土器を抱文織により第(-m携に分癒した。

第 I欝土器 {第71!i12-4、第8関5-22)

沈線文を主体とするものである。

1・(5-7)

自陸地縄文吾施すものである。鵬消部分を北線で区画するも申で、全て深鉢形土器の破片である。

地文JHがlR雌節斜縄文 (縦位自転)、 6がRL単鮪斜縄文(縦位回転}、7がlR単節斜縄文〈債

依回転〉で晶る。

2・(8)

粘土級を貼り付けているも申で，晶る。 8は涼鍬形土器の口縁部である。ロ縁部に粘土紐を鉢巻状

に貼り付け、 ζの結土績の両側は沈線で調豊臣事れている.4単位構成と考えられ、 鉢巻状に貼り付

-9-



ゆられた結土経貼付文を連絡するように平行沈線が通る.Ma岨文はII!糸文である。

3・(2、3、9-22)

総線及び平行tt線で文織を作りHlすも由で、地文は無文でI.lる.2叫小形白奇形士宮世で、口縁由B

が欠制する。瀕郎に平行此鰍J(.、体織に渦巻文・波状文を崎し、「ノJ. rs J字状文で沈械を連絡

している.3 は平総目録で、 n録婦が外反する~鉢形士総で晶る. 銀問iと岡下郎に平行副:績が湿り、

そ申中に3-4条由平行tt臓を鴨下書せ、これに弧線文を対鱒寄せている.また、この主文機岳漉

絡するように平行設録文白内側に領線文を施Lている.9-21は源鉢形土器、 22は費影土器で、散

織の平行総織による直線文・曲線文・組織文等で文惨を作り出している.

4・(4)

平行tt縁関に刺央列文を胤すも申である.4 は台付鉢形土f~で、口緑 ヒ部を欠〈。目録都民注Jtlj'

紘線を滋らし、そ田中に6-8段の抑l突列文を縫している。U縁側文織はRL;単節斜縄文(繍悦凶

転}脳文後であり、体罰iは無文である.

節目1陣土援 {第8図23-25)

平行総線文11<.ぴ列点文垂範すも@でぬる。

23、 25 は吏影土器、 241~量影土密である.白書草書Eに散条町平行tt績が返り、 25 に捻列点文が緩め

られる. 地文は全てLRIlI節斜縄文{償金回転}である.23 は口縁鰍上自臨にも縄文が絡事れ、 251~

鵬毛白調II'!疫が認められる・ .

飯田鶴土器 〈第7 図 i 、郷8閃 26-~5)

地文申みの土器、底割1を-I'liした。

1 、 26-幻はLR.Il1町1斜縄文 〈横位li!rl伝〉 を施すも申で、全て源鉢J~土器である. 26は口智邸

にも縄文が施され、 l、2'1、u申口健舗は.文帯である.29は前々段多条のLRlI1舗斜縄文 (横位

制伝〉と考えられる濠鉢影土露である.30-33は銭糸文を絡すも申で、 深鉢形土器である.341:

S民健文吾箆すも町である. 条，1Il1~;s福に対して緩位に施すも申で、 11体形土密である.35li底舗に

網代艇をもつものである.

土担品 (m9悶1)

lは士偶の胸部である。

石盤 〈第9図1-5)

lは石割置である.:11;郷は加工事れτいない。石賀は硬質J{訟である.2は石匙である.緩影で、

両面加工をli1!iしている.石賀陪硬貨民岩である。3は小形圏草創石停である.刃郵のー昔車が欠けてい

る.石慣は緩灰岩である.4は痢右である。 両衝を尉而とするもので、側面には敵打療が認められ

る.51i石町lである。Jに形の石nnと鍬測される。石賀li安山紛で晶る。

-10 ・幽



第7図 遇制内出土土総
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ま と め

党天長根遺跡は、上新被丘陵の西線で北側へ小さく突出する台治上に位置監する。平飽簡は少な〈 、

北側が比敏IY~急な勾配を呈し、遺稿 ・ 造物は主にこの北斜面かち申検出である。以下、 通梅と遺物

について述べてみたい。

通績は、土繍 lH匹、土器埋設遺調理l基が検出された.土繍の形態は、 平田形が樽同形をli!するも

のが9基(1、 5 、 6 、 7 、 1~、 14、 15、 16、 17旬、 IJ申I形を呈するものが5孫 (3 、 8 、 9 、 11、

13号}、円形を呈するも由が2蕪 (2、4号〉、隅丸方形を箆するものがl基 (12号〕で、情円形・

小申j形を呈するものが多い。斯筒形は、底面が平担で、壁が底部より惜It垂直に立ち上がるも母が

多い。規模は、長嶋53-125圏、寝泊43-92閣で、長紬70-1凹曲、短鎗切-80咽申ものが

多い。 確認醤から伯濠きは、 6-26佃で、10-20圃ものが多い。出土遺物は、 4号土績より小.M

鰻形土器、 6号土績より深鉢形土鵠がつぶれた状態で出土し、他は土器片・石器剥片数点目出土で

ある。時期決定のできる土績は前述也u事申みで、他の土績については時期決定の決め手がない。

しかし、土績が訴をなしていること、頬似する形態の土績があること、本遺跡で主体をなす土器が

土墳出土土穏と由l時期であることなどから問ー時期の可能性が強〈、縄文時代後期前葉と考えられ

る.

本遺跡の土績とほぼ同時期す土繍鮮が検出されているi量跡申類例としては、由:TJl!Il東由利町「片

符沢遺跡u、秋悶市 「大杉沢遺跡J、能代市 「典型産地遺跡J電車があげられる。片符沢遺跡Iは、台
《眼1) <n2) (1殿3)

地の東側に土繍邸が検出され、佳織については、積極的な裏付貯はないが総合的判断により土割高基

としての要素が多いことを示峻している。大杉沢適量払 tl鐙地温跡D地区は、北西方向へ吉提出する

舌状台地の縁辺部に土調書群が倹出されている。性格について怯触れていないが、 本遺跡の立地と近

似する。また、 3遺跡とも住居跡は検出されていない。本遺跡申土繍群も形態 ・幾犠 ・検出状況等

から上記の遺跡と領似し、積極的娘拠は欠くが土担歯車庫としての性格が考えられる。しかし、あくま

でも雄測白域であり、今後四調査例を待って検討する必望書がある。

出土遺物は、土器 ・土製品 石器等である。土器は施文織から 3群に大別した。Jl!1群土総は、

沈線文を主体に文械を織成するもので、 4麟に純分した。 1績は磨消縄文をlI.!iするもので、麿消部

分を世;線で区画する.会て深跡形土容の厳片で、 遺構外から白出土である。 2~員はロ縁部に鉢巻状

司粘土続を貼り付け、この結土紐の両側を沈織で調整するも町である。 4単位機成と考えられ、 鉢

巻状由粘土級貼付文を連絡するように平行沈線が巡る。漆跡形士総の破片で、同一個体。破片が2

点追繍外か6出土している。 3領は無文地に試練及び平行沈線で文織を作り出すもので晶る。文様

は直線文 ・曲線文 ・渦巻文・被状文 ・狐伏文電車会鳴宰れる。深鉢形土器小形i!l形土総・霊形土器

等が、土峨及び遺構外から出土している。 4媛11平行'tJ.:縁関iこ事前l笑列文を施すものである。ロ緑豊車

文機構には縄文地文が施されるが、体都l主無文である。 台付鉢影土器で、埋設土器と考えられる。

-14-



第u草土wは、平行tt線文及び列点文を施すも申である。復形土器・獲形土器の破片で、遺構外か

らの出土である。第E群土織は、 ロ縁豊臣・胸部に地文を施すも申と、底部を一錨 した。全て濠鉢形

土fiの破片で、土繍及び遣櫛外から目出土である。

第 I郡土器は、能代司王 f真壁地遺跡J、鹿角市 「大場環状罰j石周辺iI跡」、岡市 「満屋館跡j等に
("4) <lま5) <.It6) 

綴例を見ることができる. 3績が主体で、 十綬内 I式土器に併行すると考えられ、縄文時代後期前

議に位獲づけられる.2績は脊森県上北郡六ケ所村「大石平遺跡」に頒例を見ることができる。+
(ll7) 

腰内 I式土器を3段階に分類し、その中のl段階に位置づけている。本追跡l、2額は3額よりは

古いと考えられる。4類は他に類例を見ることがで事ず時期不明であるが、遺構・遺物等白検出状

況から本携に含めた.第E鮮土lIIIl主、 事k田市 『地蔵田B遺跡JJ 出土土器と類似する。 ~>!主時代前期
(118) 

の土器と考えられる。 蝉形土器をロ録音車文様の変化により初数タイプに分類しているが、この中の

2つ由タイプに網当する。第mlll土器は、地文司みのものであるが、燃糸文・条痕文等白土器は縄

文時代後期に属するものである.

以上、本遺跡は縄文時代後期前議を中心とする遺跡であることが判明した。通織については築港

の一部分申調査ということもあ勺て判然としないが、 土割高義としての性絡が考えられる。本通勝目

剛東 100mには「背崎遺跡」、北東!100mには本遺跡第 1J!1.土器3類と類似する土援が出土している
(119) 

「片岡遺跡Jが所在する。また、 本遺跡の簡側は変電所及び道路建設により原形を留めていないが、
〈鈴10)

追跡の存在が予想された地峨てあったと推測される。今後は当該期目調型軽例と、周辺遺跡申調査を

含めて渇跡の性格を禅考する必嬰がある。

設1.r片符沢遺跡I発繍調従帽告書J軟悶県文化財調査報告書第72聾枚印県教育委員会 1980年3月

桂2.r*杉 '01跡事量価損;!t報告書J秋田県文化財調査報告・曹第151!眼歓岡県教育要員金 目前部3月

U'3. r高聖地追跡発信調査報告省J枚田県文化財調査報告曹第102聾軟酎潟教育費員会 1983年3月

詑 4.:13と同じ

投5.r大場環状初I石周辺壇跡発姻調査報告書 (6)JlIIl角市文化財調査費斜38*角市敵背番員会 l銅Oif.

3月

註6.Ii!富山地区銀免根道幅縮事業に係る埋蔵文化財発偏鵠葺報告書W 高僧館跡J秩四県文化財調査報告禽

第198畢牧田県教育要員企 1990年3月

註7.r大石平追跡発鋪調査匝告書J膏泌県埋蔵文化跡調査報告.第90聾 膏轟保融宵要員会 1総S年3月

往8.f:秋副書官都市開発掘備事韓関係型車蔵文化財尭緬調査報告書 地蔵BlB適静J秋田市教育書員会 1986年

3月

tt9. r秩悶県歓旧市遺跡稗細分布調査制告書J秋田市教宵聾貝金 1989修3月

註 10.:.:主9と向じ
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.考文自由

秋田県教育書員会 f縁の干追跡量鑑錫華報告書J秋悶県文化財調査帽告書第61聾 1979惇 3月

秋凶県教育聾員会 『八木通跡発舗網査報告・J秩回県文化財調1;会報告.揮181量 1989年 3月

融自県教育聾員会。 『電も択館跡発鍋調査報告・』 牧田県文化財調査輔告・軍 188聾 1990年3月

秋副市教育署員会:r，.用地主FA齢制査報情J附 年3月

秋田市教育要員会。 f聖火由臨空港新陣市開発鯛係埋蔵文.ftJlj発組調査報告書 厳〆上F週随J 1985年3月

〈財〉岩手県文化財飯興事聾団坦蔵文化財センター:r樽ノA保埠跡発緬調査報告書J 岩手県文化振興寧翼団埋

蔵文化財調蜜柑告曹曹1印象 1987 '" 12月

高嶋忠彦:r枚田棋の縄文時代撞期の土器』 秋田県煙蔵文化財<<"タ ー研究量E聾揮4号歓田県恩恵文化闘

センター 1割問判月

八戸市教務要員会・ r八戸軒宮富市区域内型車巌文化財尭掲調査報告曹U 丹後谷地埠跡J 八戸市趨蔵文化財調査

棉菅曹覇15畢 l鈍6年3月

ヨ伝間11::r東北地方におげる縄文輯期前lI!土器鮮の実態j よねしろ考古鯖1号 よねしろ考古学研究会

l鈍5'芋7月

議問宏・f縄文時代櫨期初磁土鐸闘の研究(1)鮒愉悦中心にJ よねしろ考古 制号 よねしろ考古

学研究会 l事87年 8月
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